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事業所名 放課後等デイサービス　 ship☆now 支援プログラム

法人（事業所）理念

無理をせず気持ちを大切に子どもにとっての安心
子どもの能力を成長させる親にとっての安心

支援方針 学校・家庭以外の第 3の居場所として、自立に向けての支援を行い、長所を伸ばし自己肯定感を育む療育を行う

営業時間 平日　　　　　
長期休暇 10 時 0 分か

ら 18 時 0 分ま
で 送迎実施の有無 なし

営業時間 土曜日 時 分か
ら 時 分ま

で 送迎実施の有無 なし

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活
〇日常生活や社会生活を安心して、基本的な生活リズムの定着を目指します。
〇身体的・精神的・社会適応できるスキルを向上させることで、社会での自立、健康かつ自発的な生活を営む能力を習得できる様支援していきます。
〇緊張を緩和する環境作りと、活動、姿勢管理により、健康状態の維持や改善に繋げる支援をしていきます。

運動・感覚
〇社会的協調性や自己表現を向上させることとする。活動や運動を通し、協調性を育む支援をしていきます。
〇温度・室内環境に配慮することで緊張状態を緩め感情コントロールや集中ら力を高め心身のバランスを整える支援をしていきます。
〇発達・認知の特性や感覚等を考慮し、環境調整等の提案及び支援を行っていきます。感覚統合など、楽しみながら身体の発達を促し、支援していきます。

認知・行動

〇日々の変化を確認する環境提供をして情報の取得、行動につなげるという一連の認知過程の発達を支援していきます。
〇認識したものの特性を精緻に識別し、概念的理解を深めるとともに、認知的処理能力の向上・複雑な知覚的課題はの適応力を強化支援していきます。
〇認知の偏り等の個々の特性に配慮しながら感覚形成ができ自身の認知的特徴を理解し、様々な事象への認知・行動の適応力を促進できるよう支援していきます。　

言語
コミュニケーション

〇様々な場面を経験することで、言葉の受け取り方を学びその場に合った適切な言葉を選んでコミュニケーションスキルをみにつける。
〇将来に向け、自分で目標を作っていけるようになるために安心して会話やコミュニケーションを楽しめるように支援していきます。

人間関係
社会性

〇身近な人と信頼関係を形成し、安定した関係を継続できるよう支援する。
〇自分から挨拶や友好的な雰囲気を身に付け、将来進んだ先で出会う方と親しみを持って関わっていけるように、支援していく。
〇公共施設等でのふるまい方や、声の大きさ、声の大きさ、言葉の使い方、等身につけられるよう、支援していく。

家族支援

〇年2回、個別面談を行い、ご家庭の困りごとや、学校との連携、ご
兄弟に関することなど、連絡アプリ等で、相談をうけつける。

移行支援

生活環境に移行が生じた場合、必要な学校や担当相談支援員、各関係機関と
連携していく。

地域支援・地域連携 職員の質の向上

職員の支援力にばらつきがでないように、また支援の方向性を共有し統一され
るように研鑽している。研修（内外）を適宜行っている。

主な行事等
食育・学習・SST・地域活動・芸術・誕生日会・季節ごとの行事など


